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本
と
世
界
に
示
そ
う
と
呼
び
か

け
ま
し
た
。

　

日
本
民
主
青
年
同
盟
の
西
川

龍
平
委
員
長
は
「
岸
田
政
権
が

大
軍
拡
、
そ
し
て
改
憲
を
視
野

に
入
れ
て
い
る
こ
と
は
言
語
道

断
。
集
会
を
大
い
に
成
功
さ
せ

て
、
日
本
と
世
界
で
平
和
な
世

界
を
つ
く
っ
て
い
く
一
翼
に
な

り
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

日
本
平
和
委
員
会
の
若
林
一

輝
さ
ん
は
「
戦
争
の
準
備
で
は

な
く
、
外
交
で
解
決
で
き
る
と

い
う
姿
勢
を
示
す
こ
と
が
政
治

の
役
割
。
憲
法
９
条
を
生
か
し

た
平
和
外
交
を
青
年
と
共
に
政

府
に
求
め
て
い
き
た
い
」
と
話

し
ま
し
た
。

　

全
日
本
教
職
員
組
合
（
全

教
）
青
年
部
の
笹
本
育や

す

子こ

事
務

局
長
は
「『
軍
拡
で
は
な
く
教

員
会
」
が
結
成
さ
れ
た
こ
と
を

報
告
。
岸
田
政
権
が
推
し
進
め

る
大
軍
拡
は
、「
青
年
・
国
民

の
暮
ら
し
を
圧
迫
す
る
大
増

税
」
と
「
専
守
防
衛
の
放
棄
」

を
伴
う
も
の
で
あ
り
、
日
本
国

憲
法
と
戦
後
日
本
の
歩
み
の
否

定
で
あ
る
と
指
摘
し
ま
し
た
。

戦
争
す
る
国
家
づ
く
り
を
許
す

の
か
、
憲
法
を
生
か
し
た
政
治

と
平
和
外
交
を
行
う
国
を
目
指

す
の
か
、
歴
史
の
岐
路
に
立
っ

て
い
る
今
、
日
本
の
青
年
は
平

和
を
求
め
て
い
る
と
い
う
こ
と

を
、「
若
者
憲
法
集
会
２
０
２

３
」
と
そ
れ
に
向
か
う
「
全
国

青
年
憲
法
運
動
」
の
成
功
で
日

　

若
者
憲
法
集
会
実
行
委
員
会

は
２
月
13
日
、
東
京
都
内
で
記

者
会
見
を
開
き
、「
若
者
憲
法

集
会
２
０
２
３
」
を
６
月
11
日

に
、
３
年
ぶ
り
に
、
開
催
す
る

こ
と
を
発
表
し
ま
し
た
（
会
場

は
東
京
・
有
楽
町
朝
日
ホ
ー

ル
）。
集
会
は
、
全
国
か
ら
千

人
以
上
の
青
年
の
参
加
を
目
標

に
し
て
お
り
、
終
了
後
は
デ
モ

行
進
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

実
行
委
員
会
は
、「『
若
者
憲

法
集
会
２
０
２
３
』
と
そ
れ
に

向
か
う
『
全
国
青
年
憲
法
運

動
』
ア
ピ
ー
ル
」
を
発
表
。
ア

ピ
ー
ル
で
は
、
全
国
に
１
５
７

も
の
「
若
者
憲
法
集
会
実
行
委

▲

「
若
者
憲
法
集
会
２
０
２
３
」
開
催
に
向
け
て
の
決
意
を
述
べ
る
民
青
同

盟
西
川
龍
平
委
員
長
（
右
か
ら
３
番
目
）
（
２
月
13
日
、
参
議
院
議
員
会
館
）

　

政
府
は
、
昨
年
12
月
に
「
安
全
保
障
３
文
書
」

（
安
保
３
文
書
）
を
閣
議
決
定
し
ま
し
た
。
ま

た
、「
安
保
３
文
書
」
の
内
の
一
つ
の
「
防
衛
力

整
備
計
画
」
で
は
、
２
０
２
３
～
27
年
度
の
５
年

間
で
軍
事
費
を
合
計
43
兆
円
支
出
す
る
こ
と
を
決

定
し
、
27
年
度
は
11
兆
円
も
の
予
算
が
組
ま
れ
て

い
ま
す
。
憲
法
９
条
の
下
で
戦
後
の
歴
代
政
権
が

掲
げ
て
き
た
安
全
保
障
政
策
を
根
底
か
ら
覆

く
つ
が
えす

極

め
て
重
大
な
内
容
で
あ
り
、
日
本
が
「
戦
争
へ
の

道
」
を
突
き
進
む
危
険
性
を
は
ら
ん
で
い
ま
す
。

「
戦
争
か
、
平
和
か
」
が
問
わ
れ
る
情
勢
の
中

で
、
青
年
の
中
に
平
和
に
対
す
る
模
索
が
高
ま

り
、
各
地
で
行
動
に
踏
み
出
す
青
年
も
生
ま
れ
て

い
ま
す
。
１
面
で
は
「
若
者
憲
法
集
会
２
０
２

３
」
開
催
記
者
会
見
の
様
子
を
報
道
し
ま
す
。
２

面
で
は
岸
田
文
雄
政
権
の
大
軍
拡
路
線
に
対
す
る

青
年
の
思
い
に
つ
い
て
、
街
頭
の
青
年
や
、「
全

国
青
年
憲
法
運
動
」
に
と
り
く
む
教
職
員
に
話
を

聞
き
ま
し
た
。 

（
栗
山
さ
つ
き
記
者
）

神宮外苑再開発 （３面）

高校生活ってどんな感じ？ （６、７面）

仕事の世界へようこそ （10、11面）
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　岸田政権が軍拡、そして改憲を視野に

入れているわけですが、言語道断です。

平和憲法を持っている日本であるにもか

かわらず、現実的に、青年の命と暮らし

が実際の戦争によって奪われること、軍

拡でいろいろな予算が圧迫されて青年の

生活が苦しくなるということに、非常に

怒りを覚えます。アメリカの思惑で戦争

をする状況がつくり出される危険性があ

りますが、それを決して国民世論は望ん

でいません。この状況を世論と運動で突

破しましょう。

　民青同盟はこの間、学生新歓運動や食

料支援活動など、青年・学生の願いを実

現する活動を行ってきました。地域・職

場・学園ごとに若者憲法集会実行委員会

を立ち上げようという若者憲法集会から

の提起は、この間民青同盟が行ってきた

草の根の運動の経験を平和のとりくみに

生かしていくことができる提起です。全

国で歓迎され、とりくみが進んでいま

す。　

　少し前まで、「青年は保守化してい

る」と言う人もいましたが、決してそん

なことはありません。政権与党とその補

完勢力がロシアのウクライナ侵略に便乗

して「憲法を変えるべき」「核兵器保有

も検討すべき」と言ってきますが、青年

はすぐにそっちに流されるのではなく、

「どうしたらいいか」と悩み苦しんでい

ます。そうした青年に「本当に日本を守

りたいなら現行憲法を守り生かすことな

んだ」と伝えていきたい。その大きな結

節点となるのが今年の若者憲法集会で

す。全国の班が草の根でいろいろな団

体、個人と手を取り合って、大きな統一

戦線をつくりたいと思います。集会を大

いに成功させて、日本と世界で平和な世

界をつくっていく一翼となるために力を

尽くします。

日本民主青年同盟・西川龍平委員長の発言（要旨）

「
若
者
憲
法
集
会
２
０
２
３
」開
催
決
定

若者憲法集会2023

日程：６月11日(日)

場所：東京・有楽町朝日ホール

集会のメイン講師は渡辺治一橋

大学名誉教授。集会は午後に開

催し、終了後はデモを予定して

います。詳細は随時発表してい

きます。

Twitter：＠wakamono_kenpou

各
団
体
あ
い
さ
つ（
要
旨
）

各
団
体
あ
い
さ
つ（
要
旨
）

育
に
予
算
を
』『
教
え
子
を
再

び
戦
場
に
送
る
な
』
と
い
う
声

を
集
会
で
一
緒
に
、
教
職
員
た

ち
と
上
げ
て
い
き
た
い
」
と
話

し
ま
し
た
。

　

全
国
労
動
組
合
総
連
合
青
年

部
の
稲
葉
美
奈
子
書
記
長
は

「
青
年
か
ら
す
れ
ば
、
軍
事
費

や
政
治
の
こ
と
が
縁
遠
い
と
思

わ
れ
る
が
、
一
つ
ひ
と
つ
が
私

た
ち
の
生
活
や
憲
法
と
も
関
わ

り
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
重
視

し
て
、
青
年
の
間
に
広
げ
て
い

き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

原
水
爆
禁
止
日
本
協
議
会
の

嶋
田
侑ゆ

う

飛ひ

担
当
常
任
理
事
は

「
全
国
の
職
場
・
地
域
・
学
園

な
ど
、
草
の
根
か
ら
『
自
民
党

政
権
に
よ
る
改
憲
反
対
、
現
行

憲
法
を
生
か
し
て
青
年
の
命
と

暮
ら
し
を
守
る
』
を
一
致
点

に
、
全
国
青
年
憲
法
運
動
に
よ

っ
て
憲
法
９
条
を
生
か
し
た
政

治
を
求
め
て
い
き
た
い
」
と
話

し
ま
し
た
。

　

日
本
国
民
救
援
会
東
京
都
本

部
の
山
崎
友
代
常
任
委
員
は

「
日
本
国
憲
法
が
言
論
弾
圧
の

先
に
あ
る
戦
争
開
戦
を
絶
対
に

許
さ
ず
、
青
年
の
平
和
と
豊
か

な
暮
ら
し
の
た
め
に
底
力
を
発

揮
で
き
る
こ
と
を
伝
え
た
い
」

と
話
し
ま
し
た
。

 

（
２
面
に
つ
づ
く
）

大軍拡反対！　命と暮らし守れ大軍拡反対！　命と暮らし守れ


